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定例会は年4回
今回は令和6年3月に開催しました
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3月定例会号
宮崎市の今を見つめ、未来へつなぐ

・市政のここが聞きたい！ 一般質問   2
・常任委員会の審査報告   8
・提出議案の議決結果一覧   9
・議会報告会を開催  10
・中学生と語る「子ども議会」／
  市議会アンバサダーとの意見交換会を開催  11
・市議会からのお知らせ／編集後記   12

これから100年 これまで100年これから100年 これまで100年

宮崎市は4月で市制100周年！宮崎市は4月で市制100周年！

昨年100歳になった昨年100歳になった松松
まつだまつだ

田田正正
まさてるまさてる

照照さん（江南在住）さん（江南在住）昨年誕生した昨年誕生した對對
たいきたいき

喜喜彩彩
あやみあやみ

心心ちゃん（大塚町在住）ちゃん（大塚町在住）

12Vol.

QRコードをスマートフォンで
読み取って活用してください。

宮崎市議会
ホームページ

宮崎市議会
議会中継
ホームページ

宮崎市議会DX
みやだん
ホームページ

開かれた市議会へ!



市政のここが聞きたい！

一般質問
登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

一般質問の映像を公開していますので、
詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト 一般質問は、

市政全般の問題について
市の方針を問うものです。

令和6年第1回（3月）定例会では、
3月4日～7日までの４日間にわたり、
20人の議員が質問に立ちました。
そのなかから主なものを、
登壇順にご紹介します。

市政の
ここが聞きたい！

一般質問
表内左より、登壇順・質問者（一般質問時の会派）・質問内容を掲載しています。

令和6年 第1回（3月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧
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問
地
域
農
業
の
未
来
へ
の
支
援
策
は
。

答
政
府
が
掲
げ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
・
輸
出
促

進
・
適
正
価
格
等
に
沿
っ
た
各
種
事
業
と
家
族

農
業
や
事
業
承
継
等
の
支
援
策
に
取
り
組
み
ま

す
。問

中
小
企
業
の
事
業
承
継
支
援
策
は
。

答
宮
崎
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
、
中
小
企
業
の
承
継
支
援
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
上
下
水
道
の
地
震
対
策
は
。

答
給
水
収
益
減
少
の
中
、年
次
的
に
耐
震
化
、

耐
津
波
化
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

問
廃
棄
物
の
資
源
循
環
の
取
り
組
み
は
。

答
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
産
学
官
連
携
を
含

め
た
施
策
を
県
と
共
有
し
展
開
し
ま
す
。

問
本
市
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究
状
況
は
。

答
行
政
内
部
の
情
報
が
漏
洩
し
な
い
よ
う
安

全
な
環
境
を
構
築
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
会
議
録

作
成
や
市
独
自
の
内
部
規
定
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ

せ
、
事
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

問
地
震
・
津
波
災
害
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
量

と
保
管
仮
置
場
の
必
要
面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
災
害
廃
棄
物
は
５
３
６
万
７
、４
０
０
t
、
仮

置
場
の
必
要
面
積
は
１
７
０
ha
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
仮
置
場
に
つ
い
て
「
他
用
途
で
の
利
用
が

見
込
ま
れ
競
合
す
る
」
と
あ
る
が
、
十
分
な
処

理
が
で
き
る
の
か
。

答
選
定
場
所
が
被
災
等
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ご
と

に
場
所
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
地
震
・

津
波
災
害
時
の
仮
置
場
の
必
要
面
積
１
７
０

ha
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
施
設
管
理
者
と
協
議
し
、
確
保
に
鋭
意

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
廃
止
さ
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税
の
導

入
を
再
考
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
導
入
時
、
廃
止
時
と
も
様
々
な
議
論
が
行

わ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な
判
断

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
道
吉
村
通
線
４
工
区
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
南
側
区
間
に
お
い
て
は
３
月
中
旬
か
ら
側

溝
工
事
に
着
手
し
、
令
和
6
年
度
は
道
路
用
地

内
に
延
長
１
０
７
ｍ
、
幅
５
ｍ
、
高
さ
２
・
５
ｍ

の
雨
水
貯
留
管
を
埋
設
す
る
予
定
で
す
。

問
２
０
２
４
年
問
題
に
よ
っ
て
、
市
民
生
活
や

経
済
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
。

答
物
流
は
、
本
市
の
市
民
生
活
や
経
済
活
動

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
物
流

事
業
者
の
売
上
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減

少
、
荷
主
が
支
払
う
運
賃
の
上
昇
に
加
え
、
消

費
者
に
と
っ
て
は
必
要
な
時
に
必
要
な
も
の
が

届
か
な
い
な
ど
の
問
題
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
公
営
住
宅
へ
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
や
民

間
へ
の
再
配
達
軽
減
等
の
た
め
の
支
援
等
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
国
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
今
年
の
賃
上
げ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
大
手
企
業
に
つ
い
て
は
、
賃
金
の
引
上
げ

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
が
、
中
小
零
細
企
業

に
お
い
て
は
、
労
務
費
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

価
格
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

賃
金
の
引
き
上
げ
が
難
し
い
企
業
が
多
く
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
流
鏑
馬
、
破
魔
矢
祭
の
文
化
財
指
定
は
。

答
審
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
を
進
め
ま

す
。
流
鏑
馬
、
破
魔
矢
祭
の
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
今
回
発
表
し
た
「
宮
崎
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
、
南
宮
崎
駅
周
辺
を
含

む
大
淀
地
区
エ
リ
ア
に
も
広
げ
る
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回
発
表
し
た
対
象

エ
リ
ア
に
お
け
る
民
間
開
発
の
動
向
や
、
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
エ
リ
ア
の
拡
大
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
認
定
制
度

の
考
え
方
と
有
効
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
認
定
さ
れ
る
と
、
土
地
の
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
が
10
年
間
、
１
０
０
％
減
免
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な

か
を
目
指
し
ま
す
。

問
減
免
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
崎
市
の
税

収
に
影
響
し
な
い
の
か
。

答
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
容
積
率
が
緩
和
さ
れ
、
建
物
の
容
積
率

が
増
し
税
額
も
増
す
の
で
税
収
に
は
影
響
し
ま

せ
ん
。

問
教
育
委
員
会
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
安
全
指
導

員
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

答
大
変
重
要
な
存
在
で
あ
り
、今
後
も
メ
デ
ィ

ア
安
全
指
導
員
の
派
遣
を
各
学
校
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

災
害
ご
み

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

雇
用
者
の
賃
金
引
上
げ
状
況

文
化
財
指
定

地
域
農
業
の
現
状
と
未
来

中
小
企
業
の
事
業
承
継

上
下
水
道
事
業
の
地
震
対
策

廃
棄
物
の
資
源
循
環

生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究
状
況

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
交
付
金
事
業

道
路
行
政

ま
ち
全
体
の
施
策
及
び
自
治
会
の
環
境
整
備

教
育
行
政

3月5日（火）

6 松山 泰之
（市政同志会）

巨大地震への備え、消防団の育成、来年度予
算、地域のきずなづくり、ごみの問題について

7 外山 ちぐさ
（日本維新の会）

市長の「政治資金パーティー」、保育施設での
乳児死亡事案、防災計画と防災備蓄、公文書
管理と情報公開、職員の免責条例について

8 太場 祥子
（公明党）

災害の備え、健康支援、障がい者支援、学びの
多様化学校、子育て支援について

9 中村 博志
（令政会）

中学校の部活動地域連携・移行、広瀬中学校
避難経路の確保、消防広報とドローン等の資
機材整備について

10 鈴木 一成
（前新会）

中心市街地のまちづくり、地域自治とまちづく
り、観光スポーツ行政、入札制度、上下水道事
業の経営について

3月4日（月）

1 伊知地 孝美
（市政同志会）

地域農業の現状と未来、中小企業の事業承
継、上下水道の地震対策、廃棄物資源循環、本
市の生成AI、市職員の兼業制度について

2 前田 之
（前新会）

福祉行政、地域コミュニティ活動交付金事業、
木造住宅等地震対策促進、災害ごみ、消防行
政、道路行政について

3 日髙 貞次
（同志会）

物流の2024年問題、雇用者の賃金引上げ状
況、文化財について

4 中村 鉄兵
（令政会）

まち全体の施策及び自治会の環境整備、教育
行政について

5 長友 紅緒
（公明党）

フードビジネス出口支援、津波一時避難場所、
学校の日本語指導体制、中学生海外派遣、職
員海外派遣、糖尿病重症化予防等について

3月6日（水）

11 図師 勝幸
（新政みやざき）

人口減少対策、森林保全、新町・追手団地建替
え工事（ＰＦＩ）、地震対策について

12 持原 将之
（前新会）

教育（学びの多様化学校、１学年１学級、小学
校での通知表や宿題、学校評価制度、障がい
のある教職員への合理的配慮等）について

13 徳重 淳一
（立憲・社民の会）

若者流出対策、公共工事等、地籍調査、宿泊
税、危機管理体制と災害対策、農業の温暖化
対策と食料自給率向上について

14 冨永 千香
（前新会）

人とペットの災害対策、野良猫を増やさないた
めの取り組み、不登校児童生徒の支援、道の
駅田野総合案内施設の今後のあり方について

15黒木 コウイチロウ
（市政同志会）

上下水道事業、宮崎市学校施設包括管理業務
委託、墓地公園について

3月7日（木）

16 島田 健一
（公明党）

市民の命を守る防災対策、人生100年時代へ
「ヘルスプロモーション」の推進、高岡地域の
諸課題について

17 中川 義行
（立憲・社民の会）

市役所の働く環境、施設利用料金と駐車場、生
目の杜運動公園等テニスコート周辺整備、市
道の危険箇所、部活動地域移行について

18 今田 裕信
（同志会）

危機管理の対応、公共施設管理、教育、農林水
産業の諸問題、地域の諸問題について

19 時任 砂織
（令政会）

畜産、市営住宅、葬祭センター・墓地、敬老バス
カ、三世代同居・近居支援について

20 金丸 勇太
（前新会）

オープンシティまちづくり計画、みやPORT、過
去の一般質問の進捗状況について

前
新
会

前
田 

之
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市政のここが聞きたい！

一般質問 登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

問
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
移
住
支
援
の
実
績
と

今
後
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
の
移
住
相
談
が

１
、６
８
０
件
で
移
住
世
帯
は
２
１
９
世
帯
、

移
住
者
数
が
４
１
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
移
住
拡
大
の
た
め
民
間
事
業
者
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
国
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
見
直
し
で
、
本

市
へ
の
配
分
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
森
林
面
積
と
人
口
割
が
見
直
さ
れ
ま
す

が
、
令
和
６
年
度
の
譲
与
税
額
は
未
定
で
す
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
の
市
営
住
宅
建
設
は
、
ど

の
よ
う
な
手
法
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
、
設
計
、
施
工
を
別
々
に
発

注
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
性
能
や
水
準

の
み
を
指
定
し
、
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
や

自
ら
の
提
案
に
よ
り
実
施
す
る
事
業
手
法
で
す
。

問
木
造
住
宅
の
う
ち
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
耐

震
化
と
残
り
の
住
宅
の
戸
数
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
１
、２
２
０
件
の
耐
震
診
断

と
２
７
０
件
の
耐
震
改
修
を
行
い
、
耐
震
性
が

不
足
す
る
住
宅
は
１
万
２
、０
０
０
戸
と
推
測

し
て
い
ま
す
。

問
中
学
校
の
部
活
動
移
行
に
つ
い
て
夏
休
み

等
を
除
く
休
日
の
移
行
は
い
つ
ま
で
に
行
う
の

か
。ま
た
、25
校
一
斉
に
地
域
移
行
を
行
う
の
か
。

答
令
和
８
年
度
秋
ま
で
を
目
途
に
行
う
予
定

で
、
学
校
及
び
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
段
階
的

に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

問
広
瀬
小
学
校
北
門
の
正
面
に
あ
た
る
、
広

瀬
中
学
校
側
の
南
側
の
り
面
に
避
難
階
段
を
設

置
で
き
な
い
か
。
で
き
な
け
れ
ば
、
避
難
経
路

確
保
と
し
て
、
未
整
備
に
な
っ
て
い
る
広
瀬
中

学
校
の
南
西
側
斜
面
と
東
側
階
段
の
整
備
の
検

討
を
要
望
し
た
い
。

答
広
瀬
小
学
校
は
洪
水
及
び
津
波
の
浸
水
想

定
外
で
あ
り
、
広
瀬
中
学
校
に
避
難
移
動
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

問
災
害
等
で
、
少
し
で
も
早
く
状
況
報
告
が

で
き
る
よ
う
、
双
眼
鏡
を
必
要
な
分
団
・
部
に

１
台
支
給
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
水
槽
車
等
の

維
持
管
理
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
必
要
な
性
能
や
配
備
す
る
分
団
、
部
の
選

定
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
水
槽

車
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
消
防
車
両
と
同
様
に
、

法
定
点
検
を
受
け
て
お
り
、
不
備
が
あ
る
場
合

は
修
繕
等
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問
「
宮
崎
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
で
、
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
る

の
か
。

答
市
内
外
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
む
と
と
も

に
「
憩
い
」
や
「
安
ら
ぎ
」
な
ど
、
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
へ

と
再
構
築
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

問
青
空
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
権
利
者

の
意
向
は
。

答
土
地
と
建
物
に
関
す
る
意
向
調
査
を
行

い
、
約
７
割
が
建
物
を
市
に
壊
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
こ
と
で
、
土
地
に
関
し
て
も
売
却
な
ど

手
放
し
た
い
と
の
意
向
で
す
。

問
現
在
の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

答
地
震
や
台
風
等
の
自
然
災
害
を
考
慮
し
、

ま
ず
は
、
老
朽
化
し
た
建
物
へ
の
対
応
が
急
務

と
考
え
て
お
り
、
地
元
の
意
向
調
査
も
踏
ま
え
、

法
的
措
置
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

問
上
野
駐
車
場
の
ト
イ
レ
の
今
後
は
。

答
今
後
は
、
青
空
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
周
辺
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

問
「
ま
ち
な
か
投
資
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
ト
イ
レ
と
喫
煙
所
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い

か
。答

民
間
事
業
者
が
「
容
積
率
の
緩
和
」
を

受
け
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
貢
献
メ
ニ
ュ
ー
」

の
一
つ
と
し
て
、
ト
イ
レ
と
喫
煙
所
の
設
置
を

加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問
１
学
年
１
学
級
が
一
概
に
悪
い
と
は
言
え

な
い
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
た
め
、
多
様
な

考
え
に
触
れ
る
場
や
子
ど
も
同
士
に
よ
る
学

び
の
機
会
が
少
な
く
な
り
や
す
い
こ
と
、
人
間

関
係
が
固
定
化
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。問

教
職
員
の
負
担
軽
減
や
学
級
の
良
好
な
雰

囲
気
づ
く
り
に
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
検
討

で
き
な
い
か
。

答
市
単
独
で
は
厳
し
い
で
す
が
、
無
料
で
試

す
こ
と
が
で
き
る
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
や
予
算
面

で
企
業
支
援
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
ま
す
。

問
数
字
で
の
評
定
で
は
な
く
、
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
評
価
に
変
更
で
き
な
い
か
。

答
児
童
が
自
ら
の
学
習
状
況
を
実
感
で
き
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
評
価
に
な
る
よ
う
、
研

修
等
を
と
お
し
て
適
切
に
指
導
し
ま
す
。

問
宿
題
や
宅
習
を
自
主
性
に
変
更
で
き
な
い

か
。答

各
学
校
に
お
い
て
家
庭
学
習
の
望
ま
し
い

在
り
方
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
、
児
童
生
徒
の

自
主
性
を
育
む
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問
清
山
市
長
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ

る
令
和
３
年
10
月
10
日
の
「
宮
崎
市
を
語
る
会

２
」
は
、
３
７
０
万
円
の
収
入
で
利
益
率
が
約

96
％
と
非
常
に
高
い
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
何
名
の
参
加
者
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
者

が
い
た
の
か
。

答
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
政

治
資
金
規
正
法
に
則
り
適
切
に
対
処
し
て
い
ま

す
。
利
益
率
等
に
関
し
て
も
政
治
資
金
規
正
法

に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
帖
佐
副
市
長
は
、清
山
市
長
就
任
後
、パ
ー

テ
ィ
ー
券
の
販
売
、
業
界
や
企
業
へ
の
依
頼
な

ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
か
？
ま

た
、
庁
舎
内
で
行
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。

答
副
市
長
は
特
別
職
の
公
務
員
で
あ
り
、
政

治
資
金
規
正
法
に
も
抵
触
し
な
い
立
場
で
す
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
ご
案
内
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
政
治
資
金
規
正
法
に
則
っ
て
全
て

適
正
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
の
命
を
大
切
に
思
う
の
で
あ
れ

ば
、
予
算
を
つ
け
て
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築

す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
教
育
保
育
施
設
に
対
す

る
予
算
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
よ
り
良
い
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
災
害
に
備
え
て
安
心
で
清
潔
な
ト
イ
レ
環

境
の
確
保
の
た
め
に
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
被
災
者
の
大
き
な

助
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他
市

の
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
子
宮
が
ん
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
に
若

い
世
代
の
受
診
へ
の
不
安
を
な
く
す
た
め
、
受

診
者
の
感
想
を
含
め
る
な
ど
分
か
り
や
す
い
受

診
方
法
の
動
画
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
動
画
に
受
診
者
の
感
想
を
加
え
る
と
と
も

に
、
市
民
の
方
に
も
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
、
準
備
が
整
い
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。

問
防
災
対
策
に
女
性
の
視
点
を
生
か
す
た
め

に
、
女
性
防
災
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
大
規
模
災
害
時
に
は
、
女
性
と
男
性
の

ニ
ー
ズ
の
違
い
に
配
慮
す
る
視
点
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
女
性
の
み
の
意
見
交
換

の
場
を
検
討
す
る
な
ど
、
様
々
な
女
性
の
参
画

の
在
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

問
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
水
・
ト
イ

レ
の
確
保
は
十
分
か
。

答
備
蓄
基
本
計
画
に
基
づ
き
ト
イ
レ
は

14
万
１
、０
６
４
回
分
、
飲
料
水
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
８
万
８
、０
０
０
本
を
備
蓄
し
、
県
・
九

州
か
ら
給
水
支
援
体
制
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

問
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
耐
震
化
さ
れ
て
い

な
い
木
造
住
宅
へ
の
対
策
促
進
事
業
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
年
5
か
月
の
受
付
を
年
間
を

通
じ
た
受
付
制
度
に
で
き
な
い
か
。

答
令
和
６
年
度
は
前
年
比
約
１
・
２
倍
の
予

算
に
し
、
耐
震
化
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い

る
の
で
、
県
と
協
議
の
う
え
適
切
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

問
災
害
対
応
に
お
け
る
Ｕ
Ｔ
Ｍ
グ
リ
ッ
ド
地

図
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
本
市
の
シ
ス
テ
ム
に
も
搭
載
し
て
お
り
、

大
規
模
災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

問
東
日
本
大
震
災
で
活
動
さ
れ
、
当
時
の
状

況
を
学
び
分
析
さ
れ
、
各
地
で
講
演
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
学
校
で
の

講
演
は
で
き
な
い
か
。

答
防
災
教
育
に
お
い
て
、
外
部
の
有
識
者
に

よ
る
講
演
は
大
変
有
意
義
と
考
え
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
を
対

象
と
し
た
防
災
教
育
が
、
よ
り
効
果
的
で
充
実

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
講
師
等
を
各
学
校
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
平
成
23
年
に
作
ら
れ
た
地
域
の
津
波
一
時

避
難
場
所
が
、
そ
の
翌
年
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
認
定
さ
れ
て
い
た
。
市
民
の
命
を
守
る
べ

く
、
市
内
沿
岸
部
の
全
て
の
津
波
一
時
避
難
場

所
を
再
調
査
し
、
そ
の
在
り
方
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答
土
砂
災
害
発
生
等
の
危
険
性
が
高
い
地
域

も
あ
り
ま
す
。
一
時
避
難
場
所
の
安
全
性
の
再

点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
方
法
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
人
工
透
析
は
、
患
者
の
生
活
の
質(

Ｑ
Ｏ

Ｌ)

を
大
き
く
低
下
さ
せ
る
。
本
市
に
お
け
る

主
な
起
因
は
糖
尿
病
で
あ
る
。
特
定
健
診
は
未

受
診
で
あ
る
も
の
の
、
過
去
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

か
ら
糖
尿
病
の
治
療
歴
が
確
認
で
き
、
現
在
治

療
を
中
断
し
て
い
る
方
へ
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

勧
奨
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
糖
尿
病
治
療
を
中
断
し
て
い
る
方
は
医
療

機
関
受
診
を
躊
躇
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
効
果
的
な
勧
奨
が
で
き
な
い

か
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
販
路
開
拓
・
拡

大
支
援
、災
害
時
に
孤
立
し
た
場
合
の
連
絡
先
、

危
険
な
空
き
家
等
除
去
推
進
事
業
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
日
本
語
指
導
、
市
制
１
０
０
周
年

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
中
学
生
の
海
外
派
遣
、

職
員
の
海
外
派
遣
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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問
物
価
高
騰
等
、
市
民
生
活
が
苦
し
い
中
、

な
ぜ
今
、
適
正
な
上
下
水
道
料
金
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
審
議
会
に
諮
問
し
た
の
か
。
ま
た
、

厳
し
い
経
営
状
況
に
な
っ
た
要
因
は
何
か
。

答

１
点
目
と
し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
令
和
２
年
度
に
検
討
す
る
予

定
で
し
た
が
、
社
会
経
済
状
況
を
考
慮
し
て
、

先
送
り
と
な
っ
た
こ
と
。
２
点
目
と
し
て
、
人

口
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
施
設
の
更
新
需
要
へ
の
対
応
や
、
新
た

な
取
り
組
み
等
に
向
け
た
財
源
確
保
の
検
討
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
。
３
点
目
と
し
て
、
公
共

下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
汚
水
処
理
経
費
を
使

用
料
で
賄
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で
す
。

厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
た
要
因
は
、
給
水
人

口
の
減
少
や
節
水
意
識
の
浸
透
に
伴
う
給
水
収

益
の
減
少
を
は
じ
め
と
し
て
、
施
設
の
燃
料
費

や
資
材
高
騰
に
よ
る
工
事
費
の
増
等
の
影
響
に

加
え
、
令
和
２
年
度
に
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
給
水
料
金
の
基

本
料
金
減
額
も
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
企
業
債
残
高
が
多
い
よ
う
だ
が
、
令
和
４

年
度
末
現
在
の
残
高
と
利
息
は
。

答
令
和
4
年
度
末
現
在
の
企
業
債
残
高
は
、

水
道
事
業
が
約
３
５
５
億
円
、
公
共
下
水
道
事

業
が
約
７
０
８
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
債

利
息
は
、
水
道
事
業
が
約
31
億
円
、
公
共
下
水

道
事
業
が
約
49
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
①
正
規
職
員
を
増
員
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
機
関
員
（
救
急
車
や
消
防
車
を
運
転
）

手
当
を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
③
時
間
外

勤
務
は
振
替
休
で
な
く
手
当
支
給
を
。
④
無
給

の
病
休
・
子
の
看
護
休
暇
・
生
理
休
暇
を
有
給

休
暇
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
⑤
継
続
雇
用
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
①
定
員
管
理
計
画
は
職
員
の
心
身
の
健
康

な
ど
に
配
慮
し
た
内
容
で
す
。
②
既
存
の
特
殊

勤
務
手
当
支
給
と
の
整
合
性
や
他
の
消
防
本
部

の
支
給
状
況
を
研
究
し
ま
す
。
③
勤
務
時
間
の

割
り
振
り
を
優
先
し
ま
す
。
④
国
の
非
常
勤
職

員
に
準
じ
無
給
を
継
続
し
ま
す
。
⑤
公
募
し
競

争
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

問
高
齢
利
用
者
に
減
免
措
置
の
継
続
を
。

答
減
免
基
準
を
見
直
し
、
高
齢
者
へ
の
減
免

措
置
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
者
が
高
齢
者

に
限
定
さ
れ
る
施
設
は
無
料
で
す
。

問
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の
屋
根
設
置
と
ト
イ

レ
を
改
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
屋
根
設
置
は
工
事
費
が
多
額
に
な
り
困
難

で
す
。
ト
イ
レ
は
改
修
内
容
・
実
施
時
期
を
協

議
し
ま
す
。

問
災
害
時
の
救
援
活
動
等
を
担
う
消
防
団
の

資
機
材
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
北
・
南
消
防
署
に
一
基
ず
つ
配
備
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
他
自
治
体
の
取
り
組
み

も
参
考
に
し
て
必
要
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
令
和
６
年
度
か
ら
公
共
施
設
の
利
用
手
続

き
が
改
定
さ
れ
る
が
、
施
設
利
用
に
当
た
っ
て

利
便
性
向
上
の
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

答
今
後
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
関
係
部
局
と
も
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
今
後
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
ト
イ
レ
等
施
設
整

備
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
児
童
の
安
全
確
保
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
各
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
把
握
し
、
課
題
を

整
理
し
て
い
き
ま
す
。

問
令
和
６
年
度
か
ら
廃
止
予
定
の
地
域
自
治

区
制
度
の
見
直
し
と
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
を
中
心
に
引
き
続
き
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
畜
産
農
家
の
戸
数
及
び
肉
用
牛
の
飼

養
頭
数
の
推
移
を
伺
い
た
い
。

答
令
和
５
年
２
月
現
在
３
８
７
戸
と
10
年
前

と
比
較
す
る
と
約
33
％
減
少
、
飼
養
頭
数
は
10

年
前
と
比
較
す
る
と
約
６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

問
家
畜
市
場
の
購
買
者
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

答
購
買
後
の
子
牛
運
搬
費
の
一
部
助
成
、
子

牛
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
遠
距
離
輸
送
を
安
全
に
行
う

た
め
空
調
設
備
設
置
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
空
き
住
戸
の
佐
土
原
高
校
生
の
寮
へ
の
活
用
は
。

答
国
か
ら
目
的
外
使
用
の
承
認
を
受
け
、
３

戸
が
提
供
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問
昨
年
質
問
し
た
葬
祭
セ
ン
タ
ー
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
指
定
管
理
者
・
葬
祭
業
者
へ
の
説
明
会
を

実
施
し
２
月
19
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

問
佐
土
原
墓
地
公
園
に
合
葬
墓
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
需
要
の
動
向
や
地
理
的
な
配
置
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
現
状
の
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

問
利
用
者
が
限
定
的
で
不
公
平
感
が
大
き
く

財
政
負
担
も
課
題
。
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
の
か
。

答
利
用
実
態
の
分
析
等
を
行
い
、
見
直
し
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
投
資
を
促
進
す
る
3
本
の
矢
」
と
し
て
、

容
積
率
や
斜
線
制
限
を
条
件
付
き
で
緩
和
す
る

措
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
件

を
撤
廃
す
れ
ば
、
さ
ら
に
民
間
の
投
資
を
促
進

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
民
間
目
線
と
し
て
は
魅
力
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
目
指
す
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を
考
慮
し
、
両
方
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
形
と
判
断
し
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
等
の
条
件
を
付
し
ま
し
た
。

問
具
体
的
な
目
指
す
姿
は
あ
る
の
か
。

答
容
積
率
等
の
規
制
緩
和
や
固
定
資
産
税
等

の
軽
減
と
い
っ
た
民
間
の
開
発
意
欲
を
後
押
し

す
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
商
業
、
業
務
、

居
住
な
ど
多
様
な
都
市
機
能
の
導
入
が
民
間
主

体
で
連
鎖
的
に
誘
発
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
建
物
の
想
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。問

公
民
連
携
の
取
り
組
み
と
し
て
評
価
し
て

い
る
が
、
現
行
は
法
人
限
定
な
の
で
個
人
事
業

主
も
含
め
て
は
ど
う
か
。

答
今
後
は
、
提
案
か
ら
事
業
化
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
効
率
化
し
、
よ

り
多
く
の
提
案
を
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
に
注
力

し
ま
す
。
将
来
的
に
は
個
人
事
業
主
も
対
象
に

含
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問
大
規
模
地
震
に
よ
る
通
電
火
災
に
備
え
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
助
成
で
き
な
い
か
。

答
現
在
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
助
成
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
災
害
時

の
電
気
が
関
係
す
る
火
災
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
助
成
制
度
が
あ
る
自
治
体
の
調
査

を
行
い
、
対
象
世
帯
や
地
域
の
範
囲
、
器
具
の

種
類
の
ほ
か
、
運
用
上
の
課
題
な
ど
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

問
安
心
・
安
全
で
良
好
な
避
難
所
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
電
力
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。答

公
用
電
気
自
動
車
と
連
動
す
る
Ｖ
２
Ｈ
シ

ス
テ
ム
や
令
和
６
年
度
に
導
入
予
定
の
ポ
ー
タ

ブ
ル
蓄
電
池
に
よ
り
、
指
定
避
難
所
施
設
に
お

け
る
電
力
確
保
に
努
め
ま
す
。

問
市
街
化
調
整
区
域
の
弾
力
的
運
用
で
沿
道

サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
商
業
施
設
の
立
地
が
で

き
な
い
か
。

答
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
商
業
施
設
の
立
地

は
、
集
客
性
を
鑑
み
交
通
施
設
や
排
水
施
設
な

ど
の
対
策
を
は
じ
め
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を

十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
慎
重
に
対
応

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ペ
ッ
ト
同
行
者
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

同
伴
避
難
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

答
ペ
ッ
ト
の
同
行
を
想
定
し
た
避
難
所
運
営

訓
練
を
計
画
し
、受
け
入
れ
可
能
な
避
難
所
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
猫
に
限
ら
ず
広
く
野
良
猫
の
不
妊
去

勢
手
術
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答
地
域
猫
へ
移
行
を
進
め
、
今
後
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
不
登
校
支
援
の
在
り
方
協
議
会
」
で
示

さ
れ
た
今
後
の
不
登
校
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
保
護
者
が
情
報
を
得
や
す
い
よ
う
発
信
を

工
夫
し
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
で
資
質

向
上
を
図
り
、
支
援
が
届
い
て
い
な
い
児
童
生

徒
へ
の
働
き
か
け
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
令
和
6
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
校
内
教
育
支

援
教
室
の
次
年
度
へ
の
取
り
組
み
課
題
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
増
設
や
指
導
員
の
研
修
に
取
り
組
み
、
よ

り
充
実
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
員
の

勤
務
時
間
や
指
導
員
以
外
の
教
員
の
活
用
も
含

め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
宮
崎
の
労
働
人
口
減
少
は
、
少
子
化
の
進

行
と
若
者
の
県
外
流
出
が
、
大
き
な
要
因
。
労

働
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
県
内
の
産
業
や
企
業

の
維
持
が
で
き
な
く
な
り
、
市
民
生
活
に
も
支

障
が
出
て
く
る
。
若
者
を
宮
崎
に
つ
な
ぎ
と
め
る

た
め
に
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
若
者
の
流
出
は
、
大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
流
出
抑
制
だ
け
で
な
く
、
県
外
に
転

出
し
た
若
者
が
宮
崎
に
戻
っ
て
く
る
取
り
組
み

も
重
要
で
あ
り
、
企
業
を
増
や
す
た
め
の
企
業

誘
致
や
市
内
企
業
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
や
学
生
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業
に
よ

り
、
県
外
の
人
材
に
対
し
市
内
企
業
へ
の
理
解

促
進
を
図
り
、
就
職
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
今
後
も
、
若
者
の
流
出
抑
制
や
流

入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
人
口
減
少
対
策
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
宮
崎
市
内
へ
の
就
労
を
条
件
と
す
る
、
給
付

型
奨
学
金
制
度
な
ど
を
新
た
に
創
設
し
て
、
若
者

た
ち
へ
の
生
活
支
援
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
は
、
多
額
の

予
算
を
要
し
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
県
の
地

元
就
職
を
促
す
た
め
の
「
ひ
な
た
創
生
の
た
め

の
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
の
活
用
を
含
め
、

支
援
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

立
憲
・
社
民
の
会

中
川 

義
行

17

同
志
会

今
田 

裕
信

18

令
政
会

時
任 

砂
織

19

前
新
会

金
丸 

勇
太

20

立
憲
・
社
民
の
会

徳
重 

淳
一

13

前
新
会

冨
永 

千
香

14

市
政
同
志
会

黒
木 

コ
ウ
イ
チ
ロ
ウ

15

公
明
党

島
田 

健
一

16

若
者
流
出
対
策

給
付
型
奨
学
金
制
度

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
助
成

指
定
避
難
所
の
電
力
確
保

市
街
化
調
整
区
域
の
弾
力
的
運
用

上
下
水
道
事
業

人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
取
り
組
み

不
登
校
児
童
生
徒
支
援

施
設
の
利
用
料
金

久
峰
総
合
公
園
周
辺
整
備

危
機
管
理
の
対
応

畜
産

オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
計
画

公
共
施
設
利
用
手
続
き
の
改
定

児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備

市
営
住
宅

葬
祭
セ
ン
タ
ー
・
墓
地

敬
老
バ
ス
カ

み
や
ざ
き
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

地
域
自
治
区
制
度
の
見
直
し

市
役
所
の
働
く
環
境
（
①
全
体
②
消
防

職
員
③
～
⑤
会
計
年
度
任
用
職
員
）
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提出議案の
議決結果一覧

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

13件の議案及び 1件の請願について審査を行い、
議案は賛成多数で可決、請願は賛成少数で不採
択となりました。なお、審査の過程で以下のよう
な意見要望が出されました。

11件の議案について審査を行い、全て全員一致
で可決しました。なお、審査の過程で以下のよう
な意見要望が出されました。

23件の議案について審査を行い、全て全員一致
で承認及び可決しました。なお、審査の過程で以
下のような意見要望が出されました。

27件の議案について審査を行い、全て全員一致
で可決しました。なお、審査の過程で以下のよう
な意見要望が出されました。

総務財政委員会

文教民生委員会

建設企業委員会

市民経済委員会

家庭系ごみ処理手数料事業

令和６年度に製造される指定ごみ袋については、
厚さが現行の 0.04ミリから 0.035ミリに変更さ
れるとのこと。製造費用が高騰しているなか、他
の自治体で採用している厚さに変更することでコ
スト削減が図れるが、薄くなることで、これまで入
れることができていたごみに対応できなくなること
も考えられることから、変更内容について市民へ
の事前の周知に努めること。

４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
専
門
分
野
ご
と
に
詳
し
く
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
月
定
例
会
の
審
査
報
告
の
主
な
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。

新たな地域まちづくりに関する条例改正案

速やかに制度変更後の詳細を各地域に示し、丁寧
な説明に努めること。また、今後も丁寧に地域の
意見を聴取するなど、各地域においてまちづくりに
資する新たな人材が幅広く掘り起こせるような事
業構築に努めること。

3月定例会では、74議案が原案可決、1議案が承認、1議案が同意と
なり、請願1件が不採択となりました。また、諮問6件は異議なしとさ
れ、9の報告につきましては審議が終了となりました。

種類 番号 件名 結果
委
員
会
提
出
議
案

1 宮崎市議会会議規則の一部を改正する規則案 原案可決

2 宮崎市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例案 原案可決

3 宮崎市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例案 原案可決

4 市長の専決事項の指定についての一部を改正する告示案 原案可決

議
員
提
出
議
案

1 宮崎市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例案 原案可決

2 地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層
の推進を求める意見書案 原案可決

3 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求め
る意見書案 原案可決

4 パレスチナ情勢に関する意見書案 原案可決

市
長
提
出
議
案

1 「令和5年度宮崎市一般会計補正予算（第9号）」の専決処分について 承認
2 令和6年度宮崎市一般会計予算案 原案可決※
3 令和6年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計予算案 原案可決
4 令和6年度宮崎市国民健康保険特別会計予算案 原案可決※
5 令和6年度宮崎市後期高齢者医療特別会計予算案 原案可決※
6 令和6年度宮崎市公園墓地特別会計予算案 原案可決
7 令和6年度宮崎市卸売市場特別会計予算案 原案可決
8 令和6年度宮崎市母子父子寡婦福祉資金特別会計予算案 原案可決
9 令和6年度宮崎市介護保険特別会計予算案 原案可決※
10 令和6年度宮崎市宅地造成事業特別会計予算案 原案可決
11 令和6年度宮崎市公債管理特別会計予算案 原案可決
12 令和6年度宮崎市水道事業会計予算案 原案可決
13 令和6年度宮崎市工業用水道事業会計予算案 原案可決
14 令和6年度宮崎市公共下水道事業会計予算案 原案可決
15 令和6年度宮崎市農業集落排水事業会計予算案 原案可決
16 令和6年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業会計予算案 原案可決
17 令和6年度宮崎市田野病院事業会計予算案 原案可決
18 令和5年度宮崎市一般会計補正予算（第10号）案 原案可決
19 令和5年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
20 令和5年度宮崎市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
21 令和5年度宮崎市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
22 令和5年度宮崎市公園墓地特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
23 令和5年度宮崎市卸売市場特別会計補正予算（第3号）案 原案可決
24 令和5年度宮崎市介護保険特別会計補正予算（第4号）案 原案可決
25 令和5年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
26 令和5年度宮崎市宅地造成事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
27 令和5年度宮崎市公債管理特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
28 令和5年度宮崎市水道事業会計補正予算（第3号）案 原案可決
29 令和5年度宮崎市工業用水道事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
30 令和5年度宮崎市公共下水道事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
31 令和5年度宮崎市農業集落排水事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
32 令和5年度宮崎市田野病院事業会計補正予算（第1号）案 原案可決

33 綾川地区国営造成施設管理体制整備促進事業の事務の委託の
廃止に関する協議について 原案可決

34 財産の取得について 原案可決
35 財産の取得について 原案可決
36 財産の処分について 原案可決
37 あらたに生じた土地の確認について 原案可決
38 字の区域の変更について 原案可決
39 市道路線の廃止について 原案可決
40 市道路線の認定について 原案可決

41 公の施設の区域外設置に関する協定書の全部改正に係る協議に
ついて 原案可決

42 包括外部監査契約の締結について 原案可決
43 宮崎市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の一部変更について 原案可決

44 地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について 原案可決

45 宮崎市自治会及び地域まちづくり推進委員会の活動の活性化に
関する条例の一部改正等について 原案可決

46 宮崎市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部改正について 原案可決

47 宮崎市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改
正について 原案可決

48 宮崎市職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決※

種類 番号 件名 結果

市
長
提
出
議
案

49 宮崎市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の
一部改正について 原案可決

50 宮崎市新型コロナウイルス感染症緊急対策利子補給基金条例の
廃止について 原案可決

51 宮崎市手数料条例及び宮崎市印鑑条例の一部改正について 原案可決
52 宮崎市手数料条例の一部改正について 原案可決
53 宮崎市立学校条例の一部改正について 原案可決

54 宮崎市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準に
関する条例の廃止について 原案可決

55 宮崎市総合発達支援センター条例の一部改正について 原案可決

56 宮崎市廃棄物の適正処理、減量化及び資源化等に関する条例の
一部改正について 原案可決

57 宮崎市介護保険条例の一部改正について 原案可決※
58 宮崎市森林公園条例の一部改正について 原案可決
59 宮崎市都市公園条例の一部改正について 原案可決
60 宮崎市営住宅条例の一部改正について 原案可決
61 宮崎市空家等対策の推進に関する条例の一部改正について 原案可決
62 宮崎市水道事業給水条例の一部改正について 原案可決
63 宮崎市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 原案可決

64 宮崎市消防団員の定員、任用、給与、分限、懲戒、服務等に関する
条例の一部改正について 原案可決

65 宮崎市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決
66 宮崎市火災予防条例の一部改正について 原案可決
67 令和5年度宮崎市一般会計補正予算（第11号）案 原案可決
68 宮崎市教育長の任命について 同意

諮
問

1 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
2 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
3 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
4 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
5 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし
6 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

報
告

1 専決処分の報告について 終了
2 専決処分の報告について 終了
3 専決処分の報告について 終了
4 専決処分の報告について 終了
5 専決処分の報告について 終了
6 専決処分の報告について 終了
7 専決処分の報告について 終了
8 専決処分の報告について 終了
9 専決処分の報告について 終了

請
願 1 学校給食の無償化を求める請願について 不採択※

市制100周年記念若者ミライ提言事業

本市の未来を考える機会を
創出するため、大学生等を
対象にワークショップを実
施し、市制 100 周年記念式
典の場で発表するものだが、
優れた発表については、市
の施策への反映も検討する
こと。

児童クラブ運営事業

令和７年度までに全ての児童クラブにおいて開館
時間の拡充が可能となるよう、職員の確保も含め
た児童クラブの円滑な運営を支援すること。

介護助手導入促進モデル事業

元気な高齢者の社会参加による介護予防の推進と
介護施設職員の業務負担軽減につながる有意義な
施策であるため、事業効果を十分検証し、対象施
設の拡大についても検討すること。

「○」は賛成、「●」は反対、「−」は棄権

表決が分かれた議案の会派別賛否一覧

前
新
会

令
政
会

公
明
党

市
政
同
志
会

立
憲
・
社
民
の
会

同
志
会

新
政
み
や
ざ
き

日
本
共
産
党

日
本
維
新
の
会

み
や
ざ
き
創
成
会

市
民
の
会

（8）（6）（6）（6）（4）（3）（2）（1）（1）（1）（1）

市
長
提
出
議
案

第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第57号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

請
願 第1号 ● ● − ● ○ ● ● ○ ○ ● ○

議案番号

会派（人数）

令和6年3月定例会

※�前本尚登議長（前新会）は、表決に加わりません。
上記結果に※印がついたものは、賛成・反対がどちらもあった議案です。

大規模災害時備蓄品整備事業
及び防災備蓄品最適化事業
能登半島地震の被災状況を鑑み、本市に必要な
防災備蓄品の確保に努め、宮崎市備蓄基本計画
の改定に取り組むこと。

食産業・農業の革新と発展事業

速やかに市と（仮称）宮崎オープンシティ推進協
議会が実施する事業のすみ分けを行い、適正かつ
効果的な事業の実施に努めること。
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中学生と語る「子ども議会」

生徒からの質問と議員の回答

1月15日 青島中学校 1月19日 宮崎西中学校

初めての取り組み 「みやだん」
子ども議会
特設ページ

市議会の仕組みを学び、ふるさと宮崎市の市政への興味・関心を高めることを目的に、青島中学校と宮崎西中学校で「子ど
も議会」を開催しました。

Q

A

ヤングケアラーの子ど
もたちへの支援は、どの
ような取り組みをして
いますか？

ヤングケアラーについて
は非常に把握しづらい、
見えづらい背景がありま

す。まずは相談窓口に気軽に連絡
しても大丈夫だということを児
童・生徒に知ってもらうことが重
要と思います。議会では、「子ども
の権利に関する特別委員会」を立
ち上げて、「子どもの権利条例」を
作成中です。

Q

A

学校から教科書を持っ
て帰るのは大変負担。
デジタル教科書を作っ
てほしい。

国では英語と数学のデ
ジタル教科書を活用で
きるようにしています。

ほかの教科もデジタル化に向け
て検討されていると思いますので、
皆さんも国の動きに注目していて
ください。

Q

A

議員のやりがいと大変
なことは？

決まった休みがなくて
日々、いろいろな案件で
走り回ることは大変で

すが、大変さ以上に努力したこと
で問題を解決できたり、良い結果
につながったことにより、相談者
に喜んでいただけることがうれし
く、やりがいを感じています。

市議会アンバサダーとの意見交換会を開催
２月２日に市議会アンバサダーの皆さんと広報広聴委員会との意見交換会を開催
しました。議会の広報を今後どうしていくべきか等熱心なご意見をいただきました。

●宮崎市議会が積極的に市民の政治参加を促すための努力をされている姿勢はとても好感が持てました。どこの市町村にも負けな
い市民参加型の議会制度を作り上げてほしいと思います。
●アンバサダーの意見に対して受け身な議員さん、自身の意見を返してくれる議員さんなど取り組む姿勢や熱意がそれぞれ違うと
感じました。短い時間だったので、ぜひまたいろいろな議員さんとお話ししたいです。
●全議員との意見交換会もあるといいと思います。

参加したアンバサダーの感想

あなたにとって
身近な
市議会へ。

議会報告会を開催

広聴会

宮崎市議会では、市民に開かれた市議会を目指し、日頃の議会活動についての報告会を開催し
ました。報告会では常任委員会や特別委員会の活動報告のほか、４つの常任委員会分科会に分
かれて、市民の皆さまからご意見をいただく広聴会もありました。広聴会でいただいた市民の
皆さまからのご意見をご紹介します。

１月27日開催
高岡地区農村環境改善センター

身近な生活の困りごとについて、議員の皆さんと参
加者と共有できたのはとてもよかった。 
直接、市議の皆さんの顔を見ることができてよかっ
た。報告会のＰＲが足りなかったように思う。もっ
と多くの方に参加してもらいたかった。 

議員の皆さんの見識や情報量の多さにびっくりで
す。今後のますますのご活躍を期待します。 
市のために頑張っていただき感謝している。今後も
地域課題に正面から立ち向かってほしい。

分かりやすい説明でした。もっとＰＲして多くの方
が参加されるとよいと思います。

…

…

…

…

…

市民の代表として情報の発信を行う取り組みに対
し敬意を表します。これからも続けていただきたい
です。

報告会の存在を知らない人も多いかと思います。

学生の意見にも耳を傾けてくださり、ありがとうご
ざいます。

災害が続いています。宮崎の避難計画を行政が中
心にしっかり実施してほしいです。このままでは障
がい者、高齢者は大きな犠牲となると思います。

…

…

…

…

2月6日開催
市民プラザギャラリー

市民からの感想

総務財政委員会 文教民生委員会
子育て、教育、福祉で

お困りごとはありませんか

市民経済委員会
まちづくり活性化
について

建設企業委員会
ごみについて新庁舎・新消防庁舎

について

●市民プラザとの連絡通
路を作れないか。
●第4庁舎が空いた場合は
売却すべき。
●新消防庁舎の予算確保
を。

●高岡に児童館を設置し
てほしい。
●認知症対策を推進して
ほしい。
●学校の特別教室にエア
コンを設置してほしい。

●カラス被害はどうしたら
いいか。
●分別方法が分かりづら
い。
●事業系ごみのキャッシュ
レス化ができないか。

●地域協議会はあるべきでは
ないか。協議会のチェック
機能を大切にしてほしい。
●高岡は買い物が大変な
ため、高齢者対策の1つ
として買い物対策を。
●地域自治区の今後が不安。

市民からの意見 市民からの意見 市民からの意見 市民からの意見

高岡地区農村
環境改善センター

アーカイブ

市民プラザ
ギャラリー

当日はみやだんでライブ配信もしました。
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　本年4月1日に宮崎市は市制100周年を迎えました。
　宮崎市議会は多くの市民の皆さまに市議会を身近に感じていた
だくため、初めての試みとして、青島中学校・宮崎西中学校で「子ど
も議会」を開催しました。
　また、高岡地区農村環境改善センター・宮崎市民プラザでの「議
会報告会」の開催のほか、「宮崎市議会アンバサダー」の皆さまと
の意見交換会を行い、子どもから大人まで様々な年代の方々に宮
崎市政に対する貴重なご意見をいただきました。
　今後とも開かれた宮崎市議会を推進し、市民の皆さまの声が反
映される宮崎市政となるよう努めてまいります。
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宮崎市議会に関する情報をお届け
します。

※会期日程は変更になることがあります。
正式な日程が決定しましたらホームページ
にアップします。

次の定例会は

予定

6月定例会

6/10月

宮崎市議会
公式 SNS ぜひ、「フォロー」や「いいね！」

をお願いします。
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